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■ 基本的な考え方
ωΠνϟーϙδςΟϒͷߟえに基͖ͮɺੜ෺ଟ༷ੑͷ

อશに͚ࣗͨ޲વڞੜ׆ಈをɺ஍ҬࣾձͱͷڞੜをϚς

リΞリςΟʢॏཁ՝୊ʣͷ�つͱ͠て͛ܝɺཬࢁ੔උɺϏΦ

トーϓͷઃஔɺׁׯͳͲͷอશ׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ

物流段階の梱包材の低減 ճऩ�ɾ࠶ੜ

௨いശ˞�ͷચড়ճ਺を૿΍͠ਗ਼ܿにอつ͜ͱͰɺԚΕ

を๷͙ͨΊに࢖༻͢るࠝแࡐを௿͠ݮてい·͢ɻ͞ Βにɺ

੡඼ͷ඼࣭ҡ࣋ͱࠝแࡐͷ࢖༻ྔ௿ݮͱͷόϥϯスを

ͷ௿ࡐͳ͕Βɺ௨いശ΁ͷ֖෇͚ͳͲにΑるࠝแྀ͠ߟ

΋ਐΊてい·͢ɻݮ
˞��੡඼ӡൖ༻ͷശ
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2030年マイルストーンの設定
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水リスクの極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

項目 2025 2030 2050（年度）

高リスク
エリア

水質（4拠点） 2拠点で対策完了 4拠点（全拠点）で対策完了

水リスクの極小化
取水量（7拠点） 3拠点で対策完了 7拠点（全拠点）で対策完了

低リスクエリア
2019 年度比

売上高当り取水量 6%削減
2019 年度比

売上高当り取水量 11%削減

■ 生物多様性に関する「リスク」と「機会」
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■ 中長期目標の設定
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実現に向けたシナリオ
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・植樹 ・里山整備
・遊休農地活用 ・太陽光発電
・ビオトープ化 ・外来種駆除
・海外保全活動 など
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影響する項目 リスク 機会 対応

自然資本の
減少

・原材料の調達難や価格高騰による収益悪化
と生産支障

・水質悪化による製品品質の悪化

・汚染排水などの流出による周辺エリアへの
被害で企業信頼の失墜

・自然保護活動を通じた人材や原材料の確保
による事業継続

・里山整備、河川保全を通じた良質の水資源
確保による持続可能な生産および企業価値
の向上

・軽量化の製品開発の推進

・原材料のリサイクル技術開発

・植物由来のバイオ材やリサイクル材の活用拡大

・排水などの管理の強化
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